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新たな「現場力」の再構築のためには技能者の有する属人的な作業改善に用いる知識と伝

承すべき技能を伝達できる共有知識に変換する形式知化の方法が必要である。本研究では神

経心理学の手続き記憶の概念に着目し、技能者の属人的知識を“段取り”である認知性技

能、“手技”である運動性技能そして“眼力”である知覚性技能に分け、デジタル技術を活用

して形式知化する方法を提案する。 

作業改善のために用いる知識の形式知化の方法として、技能者の認知性技能である作業プ

ロセス情報を IE、QC、VEに用いる情報と Rasmussen の人間行動の制御に関する 3レベルの情

報とで 15種類の情報に整理し体系化する方法を提案する。この形式知は管理技術を用いる改

善、作業の属人化度の改善、継続的な組織的改善に使用可能である。この提案する形式知化

の方法を大型ガスタービンの主要な製造にて試行し、形式知を用いた組織的改善活動にて属

人化度のレベルを下げる標準化を実施することで生産性と品質が同時に向上する効果を確認

することができた。 

デジタル技術を活用して作業動作を伝承するための方法として、属人化度の高い運動性技

能について熟練者の動作からワーク、ツールの３Dホログラムの動きという形式知を作成し、

未熟練者が ARを用いて３Dホログラムの動きに自らの身体の動作を同期させることにより技

能を習得する方法を提案する。この提案する方法をテトリスブロックの組立作業にて試行

し、フィールドワークにて定性的効果を確認できた。また対照実験にて従来の伝承方法より

ブロックの組立の平均時間が短く標準偏差が小さいことを確認することができた。 

デジタル技術を活用して作業動作の識別を伝承するための方法として、属人化度の高い知

覚性技能について骨格による動作認識と AIを用いて数値データセットという形式知を作成し

て作業動作を識別する方法を提案する。更に少ない動画でも識別精度を有するように IE思考

にてデータセットを高品位化し、VE 思考にて AIの識別結果を評価するアルゴリズムも提案す

る。このアルゴリズムを「グラインダーでのワーク成形作業」にて検証した結果、技能レベ

ルの異なる 3人の作業者の識別を各作業者あたり 2本の作業動画だけで学習できることが確

認できた。 



以上の研究成果をもって技能者の有する属人的知識を管理技術とデジタル技術である ARと

AIにて形式知化する方法を提案することができた。 


